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編 集 後 記 �

『MediaNet』31号をお届けする。前号から発行をWeb版（PDF）に切り替えたことにより，記事の読まれ方に
変化が生じているようである。何より通勤時間を活用してパラパラと全体を通すような読み方ができなくなった
という声を多く聞いた。とはいえ，もはや冊子には戻れないが，PDFでも多くの記事に目を通していただける
ように，本号からは構成をシンプルにするなどの工夫をしてみた。見直しは道半ばであるが，読者の声を聴き
ながら，引き続き手に取っていただけるような雑誌を目指していきたい。

今号の特集は「つながる，広がる，コラボレーション」とし，メディアセンターと外部機関との連携という観点
から記事を揃えた。メディアセンターの業務は学内所属者へのサービス提供だけではなく，さまざまな面がある
ことを知っていただけるのではないかと思っている。特集以外では，信濃町メディアセンターにおける館内リニュー
アルプロジェクト，早慶電子学術書プロジェクトについて報告いただいた。いずれも問題認識から，現状の改善
を目指した取り組みである。どちらもまだ現在進行形のプロジェクトであるが，メディアセンターが行っている
サービスについて，理解を深める一助になるのではないかと期待している。メディアセンター全体研修の20年，
英国図書館研修報告は，メディアセンターの人材育成の取り組みの報告である。今回の貴重書紹介は，印記に
注目したものとなっている。断片的な情報を組み合わせて，その資料がどのようなものであるかを明らかに
していくもので，そのためにはたくさんの資料が長く保存されていることが大事であり，図書館のもう一つの�
役割が，こういうところでも役に立っているのだということを改めて教えられた。
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